
 
 
 

 

3 月中旬過ぎて、ようやく春がやってきましたね。 

今年は暖冬でしたが、寒暖差が激しく、体調管理がとても大変でした。 

当社の社員は、お蔭さまでインフルエンザなどかからずにこの冬を越せましたが、一部

の社員は今、花粉症で大変です。くしゃみ、鼻水、目のかゆみ･････。なんとかして～!! 

けど、みんなが愛する桜などお花がいっぱいになる季節。楽しみでもあります。 

みなさん、お花見などいろいろと計画して春の陽気を楽しみましょうね!! 

 

雑談コーナー 日本原産の春の花 
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配布スタッフ募集します 
このつばき Diary を配布してくださるスタッフさん募集します。 

お散歩やウォーキングのついでに。空き時間を利用してなど、 

ご自宅の近くに配布していただけませんか？ 

和庄地区・畑地区・辰川地区などお気軽にお問い合わせ下さい。 

詳しくは ０１２０－４７７－４４２ (八田 はった)まで 

桜  バラ科 

花言葉：教養 

3 月 27 日はさくらの日 

だそうです 

コブシ モクレン科 

花言葉：負けん気の強さ 

実の形が拳に似ている

ことから名付けられた 

すみれ すみれ科 

花言葉：誠実 

大工道具の墨入れに 

似ていることから 

名付けられた 

つばき つばき科 

花言葉：理想の愛 

冬のイメージですが 

実は春の花です 

日本では古来よりお墓に花を供えたり、花を愛でる習慣がありました。しかし、現在のように

平民が花を贈りあう行為が根付くのはかなりの時間がかかったようです。 

その原因として、天皇陛下自らが公卿の冠に花を挿し与えたと云われ、一般の人々には｢花｣は

恐れ多い物と考えられるようになったそうです。 

「源氏物語」によると男女が愛の告白を行う際に花を贈るなどの習慣があるようですが、平安

時代ごろに一般の人々も花と接するようになったと思われます。 

生け花を追及した｢華道｣は室町時代に広まったそうです。 

絵手紙展に行ってきました 

当社の配布スタッフさんが絵手紙をしています。 

呉市美術館で展示会がありましたので行ってきました。 

素晴らしい絵と一言で、とても和みました。きっと、私、優しい表情になっていたと･･･。 

また、この絵を描いた人は、こんな人だろうと勝手に想像してしまいました(スミマセン) 

これからもいっぱい作品を作ってください!! 

そして、また、展示会にお邪魔させていただきます。             取材：水野 

 

 

 

急に起こる水まわりのトラブル!! 

慌てずに自分でできる応急処置の仕方などの勉強会を開催します。 

女性の方やご高齢者にもわかりやすく説明します。 

ぜひ、お気軽にご参加ください!! 

 

日時：3月 30 日(水) 

   午前 10 時～11 時 

場所：東愛宕集会所 
ご参加いただいた方には粗品を用意しております。 

その他、水まわりのご相談も承ります。 

お問い合わせは 

水道修理センター  ０１２０－４７７－４４２  
中通 1丁目 2-29 研光ビル 2階 

水まわり勉強会 

好評いただいて

います 

参加費無料 水まわり勉強会のお知らせ 

作品を一部紹介します 

先生の絵です 


